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利益相反マネジメント委員会での確認事項 

科学研究費補助金などの公的研究費に応募する場合 

 ・研究課題に関係のある企業等との関係を開示しているか？ 

 ・研究課題に関係のある企業等との関係があった場合に、当該研究計画を構成する研

究参加者に対して、適切に開示しているか？ 

 ・研究課題に関係のある企業等との関係があった場合に、客観的な指標を設けたり、

独立した評価者による評価が行われるなど、研究にバイアスがかかりにくい研究計

画になっているか？ 

 

臨床研究を行う場合 

・研究体制はどのようになっているか？ 

・研究の資金源は何か？ 

・研究に伴って医薬品や機器などの提供があるか？ 

・研究の資金提供元企業、研究対象となる医薬品や医療機器の製造販売企業と研究者、

研究者の所属する部署との関係が明らかになっているか？ 

・研究の資金提供元企業、研究対象となる医薬品や医療機器の製造販売企業との関係

があった場合に、研究計画書や同意説明文書等に開示されているか？ 

・研究の資金提供元企業、研究対象となる医薬品や医療機器の製造販売企業が研究デ

ータの集計、保管、統計解析、解釈に関して、影響力を行使できる状態になってい

ないか？ 

・研究開始前に外部データベースに登録をしているか？ 

・研究成果は結果に関わらず、公表することになっているか？ 

 

共同研究や受託研究を行う場合 

・相手先企業等と研究者、研究者の所属する部署との関係が明らかになっているか？ 

・研究成果は結果に関わらず、公表することになっているか？ 

・知的財産の取扱は、どのようになっているか？ 

 

発明等を企業等に技術移転する場合 

・学校法人日本医科大学知的財産取扱規程に則って技術移転をしているか？ 

・発明者が、技術移転先から申告基準額以上の個人的利益を得た場合に、定期自己申

告での申告がされているか？ 

・発明者の所属する部署が、技術移転先から申告基準額以上の金銭を受入れた場合に、

定期自己申告での申告がされているか？ 
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企業等から一定額以上の物品、サービス等を購入する場合 

・法人内の規則に則って手続きが行われているか？ 

・物品、サービス等の選定者が、購入先企業から申告基準以上の個人的利益を得た場

合に、定期自己申告での申告がされているか？ 

・物品、サービス等の選定者が所属する部署が、購入先企業から申告基準額以上の金

銭を受入れた場合に、定期自己申告での申告がされているか？ 

 

企業等の依頼により講演等を行う場合 

・事前に公用外出届を提出したか？ 
・講演活動等の外部活動を行うことで、本法人の教職員としての本来の業務に影響を

与えていないか？ 
・定期自己申告がされているか？ 

 

企業等での兼業を行う場合 

・事前に人事部に対して、兼業許可申請書を提出し、兼業について許可を受けている

か？ （問合せ先：法人人事部 千駄木地区内線：5473） 

・定期自己申告がされているか？ 

 


